
１１月　日　時間目
２年１組　３８名 【知，技】

【思，判，表】

【学，人】

○
○
○

学びへ誘い込む 学びをつなげる 学びを分かち合う

〇近くにいるフリーの味方へのパス
〇相手に取られない位置でのドリブル
〇パスを受けてのシュート
〇ボール保持者と自分の間に守備者が入
らない位置への移動
〇得点しやすい場所への移動
〇ボール保持者とゴールの間に体を入れ
た守備

〇ゴール方向に守備者のいない位置での
シュート　〇マークされていない味方へのパ
ス　〇得点しやすい空間にいる味方へのパス
〇パスやドリブルなどでのボールキープ　〇
ボールとゴールが同時に見える場所での位置
取り　〇パスを受けるために、ゴール前の空
いている場所への移動　〇ボールを持ってい
る相手のマーク

〇簡単な規則を工夫したり、攻め
方を選んだりするとともに、考え
たことを友達に伝える

〇規則を工夫したり、ゲーム
の型に応じた簡単な作戦を選
んだりするとともに、考えた
ことを友達に伝える

〇ルールを工夫したり、自己やチームの
特徴に応じた簡単な作戦を選んだりする
とともに、考えたことを友達に伝える

　　　　  1　　　　　　　　  ２　　  　　 　　　    ３　　　　　   　　　　４　　　　 　　　　　         ５（本時）　 　 　　　　６　　　　 　　　　　　　７　　　　　

（３）研究の視点に関わる主な手立て（☆運動に意欲的でない児童への配慮）　
学びへ誘い込む 学びをつなげる 学びを分かち合う

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

評価の視点：①授業の中で子供に気付かせたいことは何か　②子供に問うことは何か
　　　　　　③授業の中で子供が気付いたことは何か　　　④次の時間の教師のかかわりや手立ては何か

６．「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点で構造的に捉えた単元イメージ

【思考力，判断力，表現力等】
【学びに向かう力，人間性等】

簡単なボール操作と攻めや守りの動きによって、ゲームを行うことができるようにする。

・学習活動
○期待する児童の気付き

☆予想される児童のつまずき

○教師の指導・留意点
☆配慮を要する児童への指導
・評価規準（評価方法）

〇守りが２人に増えた場合、点を取るためにどうすればよいかを考え、シュートの仕方を工夫することが
できる。

５．単元目標

９．準備物（学習カード・場の設定等）

評価規準

時間

７．本時の目標

　

時間

0

まとめ

45

めあて

　　　　チームの仲間と攻め方を決め実行したり、さらに点を取るためにシュートのしかた
　　　　の工夫を楽しんだりすることが、勝利をつかみとるために大切であると理解できる

規則を工夫したり、攻め方を選んだりするとともに、考えたことを友だちに伝えることができるようにする。
運動遊びに進んで取り組み、規則を守り誰とでも仲良く運動をしたり、勝敗を受け入れたりすることができるようにする。

【知識及び運動】
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・本単元は、本来のサッカーにおけるボール保持時の様々な動きの要素の中で、「シュー
ト」に焦点を当てる。子どもたちには、シュートを決める楽しさ、喜びをとことん味わわ
せたい。そこで、本物のプロサッカー選手のシュートシーンを動画でみたり、子どもたち
に人気のサッカーマンガ・アニメ「ブルーロック」の必殺シュートを題材としたりし、自
分のシュートにオリジナルの必殺技名をつけることで、よりやってみたい、という意欲を
引き出していく。
・二次以降導入で行う「キックターゲット」は、本単元で重要なシュートの基礎となる、
目標に向かって蹴ることを目的とした教材である。また、繰り返し行うことで、蹴ること
に対する感覚を養うだけでなく、２分間で距離やターゲットに対するボールのあたり方に
よって何点取ることができたかという記録更新に向かって、チームの仲間との助け合いや
声の掛け合いを促すことができる。
・５時間目に行う「ねらってシュートゲーム」は、まもりがいない所に蹴ることができる
ようにするための状況判断の明確化と、三次で大切にしたいチームの動きに繋げるための
教材である。まもりが１人から２人に増えるメインゲーム「点取り合戦・改」で点を取る
ためにはどうすればいいか、より思考・判断したり、攻め方の工夫につなげたりすること
ができる。
・メインゲーム「点取り合戦」は、シュートが決まることで自分のチームの得点になるた
め、子どもたちが熱中して取り組むことができる。また、三次では守りの人数を１人から
２人に増やすことで、シュートをしっかりとした一本軸としつつ、ゴールを量産するため
に仲間と協力しようとする意識を高めることができる。

（中学校）高学年中学年低学年

〇ねらったところに緩やかにボールを転が
す、投げる、蹴る、的に当てる,得点する
〇ボールを捕ったり止めたりする
〇ボールが飛んだり、転がったりしてくる
コースへの移動
〇ボールを操作できる位置への移動

〇味方へのボールの手渡し、パス、
シュート、ゴールへのボールの持ち込み
〇ボール保持時に体をゴールに向ける
〇ボール保持者と自分の間に守備者がい
ないように移動

１．単元名「〇〇シュートで目指せエースストライカー！点取り合戦」（ゲーム・ボールゲーム）

３．単元で身につけたい資質・能力の系統表

〇運動に積極的に取り組む
〇ルールを守り仲間と助け合って運動を
する
〇勝敗を受け入れる
〇仲間の考えや取組を認める
〇場や用具の安全に気を配る

〇蹴る基礎感覚を養うゲーム
「キックターゲット」
〇状況判断の明確化とチームの動きにつながるゲーム
「ねらってシュートゲーム」
〇必殺技シュートや仲間との協力が勝利につながるゲーム
「点取り合戦」

〇ボードの「宝箱で共有したいポイント」
〇振り返りカード
☆うまい所探し
（あらゆる場面で同じチームや兄弟チーム、対戦相手のメ
ンバーの上手な所を探し、まとめや振り返りの時間に伝え
ることができるようにする）

〇タブレット端末の活用（録画機能で良い動きや攻め方から学
ぶ）
〇作戦ボード（メインゲーム前や前後半の間に、動き方や攻め
方を気軽に、視覚的にチームで共有）

㋐シュートが決まると楽しい
㋑もっとシュートをきめるためにはしっかりねらわないと
いけない
㋒ターゲットを狙って蹴ると記録が伸びてきて嬉しい
㋓ねらいを定めてシュートを打つと前より点がとれるよう
になってきた
㋔チームのみんなと力を合わせてたくさん点が取れて嬉し
い

㋕強く踏み込んでボールの真ん中をねらって蹴る
㋖ふみこむ足を狙いたい方向に向ける
㋗強いシュートだけでなくスキを見つけてシュートを打つ
㋘Aさんのシュート、毎回ほとんど決まってるな
㋙ゴール量産のためにはチームで攻め方を工夫することが
大切

㋚シュートの上手なAさんのマネをしてみることが大事だ
㋛Bチームがいつも勝利しているのは秘密がある
㋜チームで決めた攻め方を全員がしっかり共有・理解する必要
がある

（４）期待する子供の気付き

（１）児童の実態 （２）教材について

運動場
田中　雄大

・1年生時には「ならびっこキックベース」において、ボールを蹴る
経験を積んでいる。しかし、ボールを狙ったところに蹴るという観
点については、キック力同様、個人差が非常に大きいようである。
また、ボールを蹴る経験は全体的に乏しい。

　低学年のゲームは、「ボールゲーム及び鬼遊び」で構成され、個人対個人で競い合ったり、集団対集団で
競い合ったりする楽しさに触れることができる運動遊びである。
（ゲーム＝勝つための工夫を楽しむ学習）

・宝取り鬼での実践において、メインゲームの前に積極的にチームで集まって、どう攻め
るか・守るかを話し合う姿が多く見られた一方で、なにかを決める際、互いの思いの食い
違いからなかなかうまくいかない様子もあった。ゲーム領域においては、仲間と力を合わ
せることが１つのキーとなってくるからこそ、リスペクト（大切に思うこと）やポジティ
ブな声掛け、うまい所探しを全員で意識しながら、仲間と協力する大切さを味わわせてい
きたい。

・全体への指示に対して、どうすればよいか考えて行動することが難しい児童がいる。
・１学期に体育科学習で行った宝取り鬼では、自分で考えたり、仲間の良い動きを見たり
して身につけた技を駆使して鬼を抜き去り、得点を積み重ねる児童が多くいた。

第２学年１組　体育科学習指導案 ４．指導によせて
日　時
学　級
場　所
授業者

２．領域の特性

ルールをしっかり理解することで　　　　  点を取るためには　　　　　　　　　　　　　　　　ねらいを定めるためにシュートのしかたを
楽しくスムーズにゲームができる　　　  ねらうことが重要である　　　　　　　　　　　　　　工夫することで、より点をとることができる

〇球技に積極的に取り組む
〇フェアなプレイを守ろうとする
〇作戦などについての話し合いに参加しよう
とする
〇一人ひとりの違いに応じたプレイなどを認
めようとする
〇仲間の学習を援助しようとする
〇健康・安全に気を配る

〇ルールを工夫したり、自己や
チームの特徴に応じた作戦を選ん
だりするとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝える
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め
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か
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１．キックターゲットⅡ
〇しっかりねらうためには、ふみこむ足をター
ゲットに向けてから蹴ることが大切だ。
〇前より遠い距離から、ターゲットにボールを
あてることができるようになってきた。

２．学習課題の確認
・前時までの活動や課題を振り返り、本時の学
習課題を確認する。

３．点取り合戦①
・２人の守りに対して点を取る方法を意識して
試す。

４．全体共有
・２人の守りに対して点を取るためにはどうす
るとよいか確認する。
〇強いシュートなら止められることも少なくな
る。
〇守りがいない所をしっかりねらうといい。

５．ねらってシュートゲーム
・状況判断の明確化・三次のチームの動きにつ
なげることをねらいとし、全体共有で確認した
ことを意識してゲームの取り組む。
☆２人いる守りに対してなかなかシュートが決
まらない。

６．点取り合戦②
・全体共有・ねらってシュートゲームで確認し
たことを意識して再度試す。
〇ゲームで分かったことを使ってみると、
シュートがより決まるようになった。

７．まとめ・振り返り
・今日の授業で気づいたことや考えたこと、ク
ラスの仲間のうまい所を中心に、振り返りを行
う。

〇キックターゲットⅡに取り組む際、サッカーマンガ
＆アニメ「ブルーロック」の主題歌を流し、子どもの
意欲を高めることができるようにする。
☆ボールを蹴ってターゲットにあてることが難しい児
童に対しては、ターゲットまでの距離やふみこんだ足
の向きに気を付けてみるとよいことを伝えて少しの間
見守り、できたら大いに褒める。
〇ゲーム後の集合時に、ボードに点数を記録し、技能
の向上やこれまでの積み上げが今日の記録につながっ
ていることを伝える。

〇前時のめあて「ねらった方向にシュートするために
はどうするとよいか？」に対するポイントを中心に振
り返り、本時のめあてが導かれるようにする。

〇全体共有では、1つのチームに実際に動いてもら
い、視覚的にポイントをとらえることができるように
する。

〇チーム内で、どうするとよいか積極的に声を掛け合
いながらゲームに取り組んでいるチームを価値づけす
る。（「○○今！」「こっちあいてる！」等）
☆シュートライン前方に設置したサービスラインから
シュートをしてみるように声掛けをする。

〇本時の学習課題に対するポイントを意識してシュー
トを決めることができている児童やチームを具体的に
褒める。

〇ゲーム後の集合時に勝敗を確認することで、勝つこ
とへの意識づけをする。
〇ゲームに負けて悔しがっている児童がいた場合は、
悔しい気持ちになることは大切であること、今回の負
けを次に生かすことが大事であること等、フォローを
忘れないようにする。

〇運動遊びに進んで取り組む
〇規則を守り、だれとでも仲良く
運動する
〇勝敗を受け入れる
〇場や用具の安全に気を付ける

〇運動に進んで取り組む
〇規則を守り、だれとでも仲良く運動す
る
〇勝敗を受け入れる
〇友達の考えを認める
〇場や用具の安全に気を付ける

①運動遊びに進んで取り組もう

としている

②規則を守り、だれとでも仲良

く運動しようとしている

③勝敗を受け入れようとしてい

る

①自己やチームの課題を見つけ

ている

②課題解決のために考えたこと

を、チームの仲間や、他者に伝

えている

③シュートを決めるためにどう

動くと良いか等、場面に応じて

判断して取り組んでいる。

①点取り合戦のルール・行い方

を理解しゲームに取り組むこと

ができる

②ねらいを定めてシュートを打

つことができる

③ボールを操作する位置へ移動

することができる

本時のめあて（発問）

ねらっても止められる・・・どうするとい

い？

点取り合戦をしよう ねらいを定めてシュートを決めよう 仲間と力を合わせてもっともっと点を取ろう

１．キックターゲット

２．学習課題の確認

３．点取り合戦①
試す

１．オリエンテーション
・メンバー確認

・ルールの共有

まとめ・振り返り

３．点取り王者決定戦
これまで学んだこと・積み上げて

きたことを発揮する

メインゲームの場とルール 点をとるためのさらなる工夫や仲間との協力を生む追加ルールの設定

シュートの一連の流れやフォーム、足の位置のみが示された、

子供の気づきを促すための写真の掲示

記録ののびがチーム全員の喜び・基礎的技能の向上につながる「キックターゲット」

学びをつなげる「宝箱で共有したいポイント」 チームでイメージを共有しやすい作戦ボード

状況判断の明確化と三次のチームの動きにつながる「ねらってシュートゲーム」

１．キックターゲットⅡ

主③○評  

２．学習課題の確認

３．点取り合戦・改
試す 何度も試す

２．点取り合戦①
ゲームの面白さを感じる

４．全体共有
どうするとよいか確認

５．点取り合戦②
全体共有したことの意識づけ

３．学習課題の確認

４．点取り合戦②
試す

１．学習課題の確認

２．点取り合戦①
試す

３．全体共有
どうするとよいか確認

４．点取り合戦②
全体共有したことの意識づけ

❷しっかりボールを蹴る

❷ゴールをよくねらってシュート

ねらうこと 自分の力に合わせ、位置を調整してねらうこと

４．全体共有
どうするとよいか確認

５．ねらってシュートゲーム
状況判断の明確化

６．点取り合戦・改
全体共有・ねらってシュートゲーム

で確認したことの意識づけ

❺強いシュートを打つ

❺守りがいない所にシュート

❺時間差でシュート etc.

うまい所探し

「”チームみんなの力で”勝つために

どうするか」チームで共有

まとめ・振り返り

ゲームを楽しむための考えを

交流する

❶ルール・行い方の理解

❶点を取る

❸どのようにボールを蹴ると

いいか？

❹ねらった方向にシュートするためにはどう

するといいか？

❸ボールの蹴り方

❹ねらった方向にシュートする

方法

❸ボールの中心をねらって蹴る

❸蹴る方と反対の足をふみこむ

❹ふみこむ足をねらいたい方向に向ける

チーム内での「〇〇今！」等

シュートする人への声掛け
点取り合戦①との合計得点の比較

２．めあての確認
❺守りが２人・・点を取る

ためにはどうするといいか？

❻たくさん点を取ることができる攻

め方を見つけよう！

❺２人の守りに対し点を取る攻め方 ❻どの攻め方だと多く点を取れるか

４．作戦タイム
たくさん点を取れた攻め方を共有

５．点取り合戦・改
共有した攻め方を再度試す

作戦ボード

❷点を取る方法

❷点を取るためにはどうする

といいか？

❶ゲームをもっと楽しくするため

にどうしたらいいだろう？

主②○評  

本時の主発問

守りが２人・・・点を取るためにはどうす

るといいか？

前時で探った攻め方

点を取るためにシュートの工夫が必

要


